
職
場
に
お
け
る
孤
立

孤̈
独

産
業
構
造
の
変
化
、
少
子
高
齢
化

や
職
業
の
長
期
化
、
個
人
の
キ
ャ
リ

ア
観
の
変
化
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
近
年
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
第
４
次
産
業
革
命
と
い
う
言
葉

を
目
に
す
る
機
会
も
増
え
て
き
た
。

効
率
化
や
生
産
性
向
上
、
労
働
環
境

。
時
間
の
改
善
な
ど
が
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に

よ
り
働
く
場
所
に
も
変
化
が
起
き
て

い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
も
そ
の

一
つ

で
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
割
合
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
拡
大
し
現

状
は
減
少
方
向
に
あ
る
が
、
２
０
２

３
父
「
和
５
）年
の
国
土
交
通
省
の
調

臨 ③購

査
で
は
全
国
平
均
は
繁
・８
％
（首
都

圏
で
は
３８
ｏ
ｌ
％
）
で
あ
り
、働

く
形

態
の

一
つ
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

職
場
内
で
は
対
人
関
係
の
希
薄
化
や

コ
ヽ
■

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な

ど
、新
た
な
課
題
が
発
生
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「あ
な
た
は
ど
の
程
度
、

孤
独
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
あ
な

た
な
ら
ど
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う

か
。２３
年
に
内
閣
宣
房
孤
独
・孤
立
対

策
担
当
室
が
実
施
し
た
実
態
把
握
で

は

「し
ば
し
ば
あ
る

。
常
に
あ
る
／

時
々
あ
る
／
た
ま
に
あ
る
／
ほ
と
ん

ど
な
い
／
決
し
て
な
い
」
の
５
択
で

埼玉学園大J票 藩lf升
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回
答
を
求
め
て
い
る
が
、

「し
ば
し

ば
あ
る

。
常
に
あ
る
」
と

「時
々
あ

る
」
の
合
計
は
１９
・６
％
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

２２
年
に
実
施
さ
れ
た
職
場

に
お
け
る
意
識
調
査

（筑
波
大
学
働

く
人

へ
の
心
理
支
援
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
糞
施
）
で
は
、

「会
社
や
同
僚

の
様
子
が
分
か
ら
ず
、
孤
独
や
不
安

を
感
じ
た
」
に
対
し
、

「当
て
は
ま

る
」

「や
や
当
て
は
ま
る
」
と
回
答

し
た
人
は
約
２５
％
で
あ
つ
た
。
日
常

生
活
や
職
場
の
中
で
人
は
何
か
し
ら

の
孤
立

・
孤
独
感
を
味
わ
っ
て
い
る

と
推
測
で
き
る
。

こ
う
し
た
北里
示
も
あ
り
、
筆
者
ら

は
職
場
で
の
孤
立

。
孤
独
感

へ
の
促

進
要
因
と
緩
和
要
因
に
つ
い
て
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２２
年
に
は

組
織

へ
の
新
規
参
入
者
に
注
目
し
、

入
社
２
、
３
年
目
の
社
員

へ
の
調
査

を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、

「上
司
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
Ｌ
同

僚
と
の
比
較
」

「メ
ン
バ
ー
の
多
様

性
や
個
性
に
と
ま
ど
い
」

「慣
れ
な

い
環
境
」

「思

っ
て
い
た
業
務
と
違

う
」
な
ど
が
孤
独
感
に
つ
な
が

っ
て

い
た
。

一
方
で
、
「先
輩
に
間
け
る
、

教
え
て
も
ら
え
る
」

「同
期
と
の
交

流
」
「話
し
や
す
い
環
境
や
気
遣
い
」

「で
き
る
こ
と
を
増
や
す
」
「自
分
か

ら
の
質
問
・相
談
」な
ど
は
孤
独
感
を

和
ら
げ
て
い
た
。”
年
に
は
４０
、５０
代

の
ミ
ド
ル
層
社
員
の
調
査
も
行

っ

た
。
「組
織
の
複
雑
さ
や
社
内
政
治
の

影
響
」

「上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
不

足
」

「頼
れ
る
人
や
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い
」

「不
本
意
な
異
動
や
配

置
」
「属
人
的
な
仕
事
」
「オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
の
難
し
さ
」
な
ど
は
孤
独
感

に
つ
な
が
り
、
「同
じ
思
い
や
志
を
持

つ
同
僚
の
存
在
」

「支
援
的
な
上
司

の
存
在
」

「社
外

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の

仲
間
」
「仕
事
に
関
す
る
使
命
感
・達

成
感
」
「社
内
調
整
が
う
ま
く
い
く
」

「家
庭
生
活
の
充
実
」
な
ど
は
孤
独

感
を
緩
和
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
職

場
に
お
け
る
孤
独
感
を
促
進
す
る
項

目
と
緩
和
す
る
項
目
を

一
部
紹
介
し

た
が
、
職
場
環
境
の
予
防
や
改
善

・

対
処

へ
の
示
唆
と
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
職
場
で
の
孤
立

・
孤
独
感
に

つ
い
て
改
め
て
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
で
考
え
続
け
て
は
し
い
。

は
ら

。
け
い
こ
　
１
９
６
３
年
生
ま
れ
。
岡
山
大
学
文
学
部
卒
。
筑
波
大
学
大
学

¨

院
修
了
。
博
士

（カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
科
学
）
。
筑
波
大
学
研
究
員
、
准
教
授
等
を
経

一

て
現
職
。
日
本
キ
ャ
リ
ア

ｏ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
副
会
長
。
産
業

・
組
織
心
理
学

会
理
事
。
専
門
は
産
業

・
組
織
心
理
学
、
キ
ャ
リ
ア
心
理
学
。
主
な
著
書
に

『働
く

ひ
と
の
生
涯
発
達
心
理
学
』

（共
著
、
晃
洋
書
房
）
な
ど
。


